
　東京都給食施設協会多摩小平支部では、毎年、市の健康まつりなどに栄養展を出展しています。日
ごろ、給食を利用している方やその家族などへ給食を通した働きかけを行っていますが、栄養展では、
会場に来場した地域住民の方に、朝ごはんの実物展示や嗜好品のとり方など、さまざまな情報提供を
行っています。
　今回は「清瀬市市民まつり」「小平市健康フェスティバル」に出展した際の様子をご紹介します。

給食施設における食を通した健康づくりの取組給食施設における食を通した健康づくりの取組

～地域住民への取組～

　献立表の一口メモの記載や卓上メモの設置など、給食を利用する方への情報提供は多くの給食施設
で行われています。朝食と野菜に関する管内の給食施設での取組の例をご紹介します。

～給食施設の利用者への取組～

給食センターにおいて、朝ごはんと
野菜について普及啓発するポスター
を作成し、食堂に掲示しました。

事業所給食において、給食受託会社
と協力し、食生活診断や健康相談を
行うイベントを開催しました。

【朝ごはん】
料理カードを用いた朝食ゲーム

＊朝食の実物展示もしました

【栄養相談】
来場者の栄養相談や体脂肪・
腹囲の測定を行いました

【乳幼児むけの野菜や朝食についての展示やクイズ】

「なんだろうボックス」

「土の中で育つ野菜クイズ」

【嗜好品】
菓子類やアルコールの栄養量に関する
クイズや展示

朝食に食べた料理カードを主食・
主菜・副菜・果物・乳製品の5つ
に分類し、自分の朝ごはんのバラン
スを確認します。

野菜の花と手で触っ
た感触から箱の中に
入っている野菜を当
てるクイズ

折り紙で作られた野菜のうち、土の中
で育つものを選びます

エネルギー・脂質・糖質・塩分などの栄養成
分を多く含む菓子を選ぶクイズや、100kcal相
当の菓子パンの量が見て分かるコーナー

　都民の食生活は、朝食の欠食率が男女とも全国に比べ高く、野菜の摂取量も成人の目標量350ｇを
大きく下回る状況が続いています。一方、40歳から74歳までの男性でメタボリックシンドロームが強く
疑われる人と予備群の人は約半数に上り、生活習慣病の予防や改善を目的とした生活習慣の改善に取り
組んでいる人は男女とも約半数に留まりました。
　この圏域においても、平成20年度、24年度に実施した朝食・野菜についてのアンケート調査結果から、
中学、高校と年齢が上がるほど朝食を食べない傾向にあること、野菜を1日に3回以上食べる人はどの
世代も3割前後であることがわかりました。

食をめぐる問題食をめぐる問題

　都民の食生活の状況や平成24年度朝食・野菜についてのアンケート調査結果から、引き続きこの圏
域では、「朝食の欠食率が高い」「野菜の摂取量が不足」という栄養課題に取り組む必要があります。また、
今後は、特に朝食の欠食率の高い30歳代の男性や20歳代の女性など、働き盛りの世代の食を担って
いる給食施設等において、食生活や生活習慣の改善に役立つ情報を発信していくことが求められていま
す。
　今後も、一人ひとりの生活習慣を改善するために、各ライフステージに応じた食からの働きかけや住
民を取り巻く社会環境の整備を行い、生活習慣病の発症・重症化を予防し、社会生活における機能低
下を低減させ、生活の質の向上を図る取組を進めていきます。

今後の取組の方向性今後の取組の方向性

朝食と野菜の摂取状況 

給食施設での取組のポイント給食施設での取組のポイント
給食を利用している方に合わせた情報発信をより充実した内容にしていきます。そして、これ
らの取組が利用者の家族や地域へも伝わるように、広がりのある取組を行っていきます。

＊利用者の方が見る献立表の栄養成分表示によって、食生活の改善につなが
るような情報提供をします。
＊野菜の栄養や機能を理解できるような利用者向けの講話などを行っていき
ます。
＊施設の健康管理部門の担当者等と連携し、利用者の方の身体状況を把握し
て一人ひとりに合った食事の提供を行います。そして、利用者の方が自分に
ふさわしい食事の量やバランスを理解できるようにつなげていきます。

たとえば…

3歳児 小学2年生 小学5年生 中学2年生  高校2年生

H24年度 0.5％ 1.0％ 1.0％ 3.4％ 5.8％ 
朝食欠食者の割合 

H20年度 1.5％ 0.5％ 2.0％ 4.9％ 6.4％ 
H24年度 42.7％ 36.9％ 49.0％ 37.9％ 30.9％ 朝食に野菜を食べ

る人の割合 H20年度 39.7％ 39.7％ 35.8％ 36.3％ 36.5％ 
H24年度 96.6％ 77.9％ 82.8％ 56.3％ 41.6％ 朝食を誰かと一緒

に食べる人の割合 H20年度 94.5％ 82.3％ 74.5％ 54.6％ 39.9％ 
H24年度 32.0％ 43.7％ 49.0％ 36.4％ 27.0％ 野菜を1日3回以

上食べる人の割合 H20年度 29.4％ 39.2％ 31.9％ 32.8％ 22.9％ 
 ＊3歳児、小学2年生、小学5年生、中学2年生の各年代の総数：H20年度は204人、H24年度は206人
 ＊高校2年生の総数：H20年度は249人、H24年度は534人  

資料：食を通した地域の健康づくりネットワーク会議・多摩小平保健所 
「平成20年度及び平成24年度野菜と朝食の摂取状況について調査結果」

朝食と野菜の摂取状況 



東京都北多摩北部保健医療圏地域保健医療推進プラン

地域における食育の取組評価と
今後の方向性

地域における食育の取組評価と
今後の方向性

　東京都北多摩北部保健医療圏地域保健医療推進プラン（以下、「プラン」という。）は、圏域5市（小平市・
東村山市・清瀬市・東久留米市・西東京市）の市民が健康で豊かな人生を送れるよう、保健所、市、
関係機関、食に関わる団体等が、それぞれの役割分担に応じた連携と協働をはかり、地域の保健医療
を総合的に推進するための包括的な計画です。
　このプランでは「朝食の欠食を減らす」「野菜の摂取量を増やす」を地域の栄養改善目標に定め、平
成24年度までの5年間、乳幼児から高齢者までのすべてのライフステージにおいて健康的な食生活が
送れるよう、食を通した地域の健康づくりネットワーク会議（以下、「食ネット会議」という。）を中心
に地域で連携した取組を進めてきました。

　この圏域では、平成16年度、生活習慣病予防の取組として地域の栄養改善目標（圏域栄養ナビ）を「野
菜をたっぷり食べよう」に定め、平成17年度には保健所と5市で「野菜たっぷり食育宣言」を行い、
野菜の摂取量を増やすための取組を継続して行ってきました。
　平成20年度には「朝食・野菜についてのアンケート」を実施し、この調査結果から地域の現状とし
て浮き彫りになった「朝食の欠食率が高い」「野菜の摂取量が不足している」ことについて、取組を具
体的に推進していくことにし、学校・保育園・給食施設の食育担当者向けのリーフレット「食育を地域
で推進！」を作成し、普及啓発を行いました。
　平成21年度には、地域の栄養改善目標のうち「朝食の欠食を下げる」取組を普及するために圏域共
通の標語「めざましスイッチ朝ごはん」と太陽のシンボルマークを策定しました。また、地域に広く普及
啓発することを目的として、食育推進ポスターを作成しました。
　平成22年度からは、9月を「めざましスイッチ朝ごはん月間」と定め、圏域共通のイベントを実施し
ています。めざましスイッチ朝ごはん月間では、保健所及び各市が地域の実情等を踏まえ計画した様々
な取組が行われています。

食ネット会議を通した取組の概要食ネット会議を通した取組の概要

　平成25年度から取組が始まる「健康日本21（第2次）」では、10年後を見据えた「目指す姿」として、「全
ての国民が共に支え合い、健やかで心豊かに生活できる活力ある社会」を挙げています。
　この圏域においても、行政や給食施設からの働きかけを通した市民一人ひとりの生活習慣の改善や個
人を取り巻く社会環境の向上に取り組み、生活の質の向上を図り、健康寿命の延伸や健康格差の縮小
を実現していくことを目指します。

食を通した健康づくりのためのしくみ図食を通した健康づくりのためのしくみ図

【プランにおける取組の方向と具体的な施策の展開】【プランにおける取組の方向と具体的な施策の展開】

1　地域の関係機関等と協働して圏域の栄養課題に取り組みます
　○野菜の摂取量増加に向けて、引き続き普及啓発していきます
　○朝食の欠食率を下げる取組を新たに推進します

2　食育を実施する施設等を把握し、地域で食育を推進していきます
　○食育を実施する施設等を増やします

3　生活習慣病予防対策としての地域における食育推進体制の整備・構築をしていきます
　○食育を実施する人材を育成します
　○地域で連携し、食育を推進する環境整備を行います
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健康寿命の延伸・健康格差の縮小

乳幼児 児童・生徒 青年・成人 高齢 

北多摩北部保健医療圏
地域保健医療推進プラン

生涯にわたる食を通した健康づくりの充
実のために、関係機関が具体的な取組を
推進します 

給食施設は、「朝食の欠食率が高い」「野菜の摂取量が目標量に達していない」という現状の課題につ
いて、各ライフステージに即した課題解決のための取組を行います。そして、次の世代へとつなげて
いくことで、地域において生涯を通して間断のない食を通した健康づくりを行っていきます。 

＊都民の朝食の欠食率は全国よりも高い 
＊都民の 1日の野菜の摂取量は成人の目標量 350ｇに達していない 

世代間連携 

各市の健康増進計画・食育推進計画

計画に基づき、市の取組を推進します 
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飲食店 
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ボランティア 

【地域の栄養改善目標】
＊朝食の欠食を下げる ＊野菜の摂取量を増やす
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